
― 119 ―

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

印
中
・
日
印
関
係
と
中
国
の
覇
権
主
義

─
チ
ベ
ッ
ト
人
と
し
て
の
視
点
か
ら

─

ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ

要
旨　

国
際
社
会
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
存
在
感
が
徐
々
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
人
口
一
三
億
人
を
超
え
、
経
済
面
で
も
著
し
い
成
長
を
続
け
る
イ
ン

ド
は
、
近
い
将
来
、「
世
界
の
工
場
」
と
称
さ
れ
る
中
国
を
追
い
越
す
と
見
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
は
日
本
に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
。
日
印
関
係
の
歴
史
は
古
く
、
特
に
近
年
で
は
二
〇
〇
〇
年
八
月
に
森
喜
朗
首
相
と
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
首
相
と
の
間
で
「
二
一
世
紀
に
お
け
る
日

印
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
発
出
、
そ
の
後
、
徐
々
に
深
化
を
遂
げ
て
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
「
日
印
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」、
さ
ら
に
内
容
が
具
体
化
し
て
い
き
、
二
〇
一
四
年
九
月
の
モ
デ
ィ
首
相
来
日
に
際
し
て
安
倍
晋
三
首
相
と
「
日
印
特
別
戦
略
的
グ

ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
発
し
た
。
こ
の
間
、
首
相
間
の
年
次
相
互
訪
問
を
筆
頭
に
、
安
全
保
障
分
野
に
お
い
て
も
防
衛
大
臣
間
、
あ
る

い
は
国
家
安
全
保
障
局
間
で
定
期
協
議
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
日
印
合
同
の
軍
事
演
習
も
行
わ
れ
た
。
中
国
が
進
め
る
「
一
帯
一
路
」
構
想
は
、
明

ら
か
に
経
済
・
軍
事
面
で
の
習
近
平
政
権
の
覇
権
主
義
傾
向
と
密
接
に
繫
が
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
の
港
湾
開
発
を
支
援
す
る
「
真
珠
の

首
飾
り
」
戦
略
も
人
民
解
放
軍
の
足
場
を
置
く
こ
と
で
海
上
交
通
路
を
確
保
し
イ
ン
ド
洋
を
自
ら
の
勢
力
下
に
収
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
イ

ン
ド
、
そ
し
て
日
本
は
、
そ
ん
な
中
国
と
ど
う
向
き
合
い
、
ど
う
対
峙
す
べ
き
な
の
か
。
歴
史
的
切
り
口
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
覇
権
主
義
、
チ
ベ
ッ
ト
、
日
印
関
係
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
・
太
平
洋
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は
じ
め
に
―
イ
ン
ド
が
中
国
を
追
い
越
す
可
能
性

―

　

近
年
、
中
国
を
凌
ぐ
勢
い
で
イ
ン
ド
の
国
際
社
会
に
お
け
る
存
在
感
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
イ
ン
ド
、
中
国
い
ず
れ
も
人
口
が
爆
発
的

に
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
現
段
階
で
は
中
国
が
世
界
第
一
位
の
約
一
三
億
九
〇
〇
〇
万
人
、
イ
ン
ド
が
第
二
位
の
一
三
億
四
〇
〇
〇
万
人

だ
が
、
国
連
の
推
計
に
よ
る
と
二
〇
二
七
年
前
後
に
は
イ
ン
ド
が
中
国
を
抜
き
、
人
口
世
界
一
と
な
る
見
通
し
で
あ
る（

１
）。
経
済
規
模
で
は
、

中
国
が
世
界
第
二
位
、
イ
ン
ド
が
第
七
位
と
開
き
が
あ
る
が
、
潜
在
的
に
は
、
そ
う
遠
く
な
い
う
ち
に
イ
ン
ド
が
中
国
を
追
い
越
す
と
の

見
方
も
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
中
国
は
製
造
業
を
中
心
に
「
世
界
の
工
場
」
と
し
て
著
し
い
経
済
発
展
を
遂
げ
て
き
た
が
、
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
間
も
な
く

イ
ン
ド
に
奪
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
イ
ン
ド
の
モ
デ
ィ
首
相
は
政
権
発
足
間
も
な
い
二
〇
一
四
年
九
月
に
「
メ
イ
ク
・
イ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア

（M
ake in India

）」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、
イ
ン
ド
を
「
も
の
づ
く
り
」
の
拠
点
に
し
よ
う
と
訴
え
た
。
実
際
、
例
え
ば

日
本
の
自
動
車
産
業
で
は
、
イ
ン
ド
に
工
場
を
移
転
し
て
い
る
企
業
も
多
く
、
中
で
も
ス
ズ
キ
は
大
成
功
を
収
め
て
い
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
中
国
も
イ
ン
ド
も
古
代
文
明
か
ら
続
く
大
国
で
あ
る
。
特
に
中
国
は
唐
の
僧
侶
・
玄
奘
三
蔵
（
三
蔵
法
師
）
の
よ

う
に
仏
教
を
始
め
と
し
て
多
く
の
文
化
を
「
天
竺
」
か
ら
受
け
入
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
人
が
自
国
の
文
化
の
源
を
古
代
中
国
に

求
め
る
こ
と
に
対
し
て
劣
等
感
を
抱
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
中
国
人
も
イ
ン
ド
に
劣
等
感
を
持
つ
傾
向
が
残
っ
て
い
る
。
逆
に
イ
ン
ド
も
、

過
去
に
繰
り
返
し
中
国
か
ら
領
土
侵
犯
を
受
け
て
お
り
、
特
に
一
九
六
二
年
一
〇
月
の
中
国
に
よ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
越
え
の
軍
事
侵
入
は
大
き

な
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
一
九
九
八
年
五
月
の
核
実
験
の
際
も
、
当
時
の
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
首
相
は
、
こ
れ
を
自
衛
の
た
め
と
し
た

上
で
、
中
国
の
脅
威
が
動
機
だ
っ
た
と
明
言
し（

２
）、
同
じ
く
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
国
防
大
臣
も
中
国
を
「
仮
想
敵
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
と
し
た
。
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そ
れ
は
基
本
的
に
今
も
変
わ
り
は
な
い
。

　

近
年
に
お
い
て
も
、
中
国
の
イ
ン
ド
に
対
す
る
挑
発
が
続
く
。
印
中
国
境
沿
い
に
道
路
や
ダ
ム
を
次
々
と
建
設
し
、
自
然
の
川
の
流
れ

に
変
更
を
加
え
て
水
力
発
電
所
を
立
て
て
い
る
。
さ
ら
に
、
高
地
に
強
い
戦
車
を
導
入
し
て
軍
事
演
習
を
頻
繁
に
実
行
し
、
羊
飼
い
、
民

兵
を
先
発
隊
と
し
て
迷
い
込
ん
だ
よ
う
に
見
せ
か
け
て
イ
ン
ド
領
内
に
送
り
込
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
日
本
に
お
い
て
も
近
年
の
中
国
に
よ
る
透
明
性
を
欠
い
た
軍
事
力
の
増
強
、
特
に
積
極
的
な
海
洋
進
出
は
、
安
全
保
障
上
の
大

き
な
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
。
尖
閣
諸
島
に
し
て
も
、
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
り
、
国
際
法
上
、
領
土
問
題
は
存
在
し
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
中
国
は
自
ら
が
捏
造
し
た
歴
史
的
根
拠
に
基
づ
い
て
領
土
権
を
主
張
し
、
周
辺
海
域
で
は
頻
繁
に
中
国
公
船
に
よ
る
領
海
侵
犯
が
続

い
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
「
能
あ
る
鷹
は
爪
を
隠
す
」
が
如
く
、
虎
視
眈
々
と
力
を
蓄
え
て
き
た
中
国
は
、
習
近
平
国
家
主
席
が
登
場
し
て
以
降
、
そ

の
野
心
を
隠
す
こ
と
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
代
わ
っ
て
世
界
の
覇
権
国
に
な
る
こ
と
を
高
ら
か
に
宣
言
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
、
そ
し
て
日
本

は
今
後
、
中
国
の
覇
権
主
義
と
ど
う
向
き
合
い
、
対
峙
す
べ
き
な
の
か
。
か
つ
て
、
中
国
に
よ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
と
い
う
故
国
を
奪
わ
れ
た

チ
ベ
ッ
ト
人
の
立
場
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

一
、
印
中
間
の
緩
衝
地
帯
だ
っ
た
チ
ベ
ッ
ト

　

イ
ン
ド
と
中
国
は
、
幾
度
と
な
く
小
競
り
合
い
を
演
じ
て
き
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
領
イ
ン
ド
帝
国
、
清
朝
の
頃
は
衝
突
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
こ
の
二
つ
の
国
の
中
間
に
チ
ベ
ッ
ト
と
い
う
緩
衝
地
帯
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
、
中
国
、
そ
し
て
イ
ン
ド
を

植
民
地
支
配
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
地
政
学
的
重
要
性
に
鑑
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
が
複
雑
に
絡
み
合
う
中
で
、
チ
ベ
ッ
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ト
は
一
七
世
紀
か
ら
鎖
国
政
策
を
採
り
、
そ
れ
を
維
持
し
、
独
立
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
日
に
お
け
る
「
イ
ン
ド
連
邦
共
和
国
」
と
「
中
華
人
民
共
和
国
」
は
、
い
ず
れ
も
新
し
い
国
で
あ
る
。
イ
ン
ド
は
一
九
四
七
年
八
月

一
五
日
に
約
二
〇
〇
年
の
長
き
に
及
ぶ
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
支
配
か
ら
脱
し
、「
イ
ン
ド
連
邦
共
和
国
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
。
こ
れ
を
機
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
代
わ
っ
て
「
新
生
イ
ン
ド
」
が
チ
ベ
ッ
ト
と
深
い
関
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
の
中
国
は
一
九
四
六
年
六
月
、
毛
沢
東
率
い
る
中
国
共
産
党
軍
と
蔣
介
石
率
い
る
中
国
国
民
党
軍
に
よ
る
国
共
内
戦
が
勃
発
し
、

最
終
的
に
中
国
共
産
党
軍
が
勝
利
を
収
め
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
日
、
北
京
を
首
都
と
す
る
「
中
華
人
民
共
和
国
」
が
で
き
、
敗
北
し

た
蔣
介
石
は
「
中
華
民
国
」
を
台
湾
に
移
転
さ
せ
た
。
イ
ン
ド
の
舵
取
り
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
ネ
ル
ー
首
相
で
、
中
国
の
方
は

毛
沢
東
が
実
権
を
牛
耳
り
、
周
恩
来
が
実
務
処
理
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
の
二
つ
の
新
国
家
誕
生
と
同
時
に
主
権
国
家
・
チ
ベ
ッ
ト
は
独
立
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
中
華
人
民
共
和
国
」
成
立
間
も

な
く
、
突
如
し
て
中
国
共
産
党
が
「
チ
ベ
ッ
ト
は
中
国
の
一
部
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
人
を
外
国
の
帝
国
主
義
者
よ
り
解
放
す
る
た
め
に
チ

ベ
ッ
ト
め
ざ
し
て
人
民
解
放
軍
が
進
軍
す
る
」
と
発
表
し
た
の
で
あ
る（

３
）。
そ
し
て
、
そ
の
言
葉
通
り
、
チ
ベ
ッ
ト
と
の
国
境
付
近
に
人
民

解
放
軍
を
送
り
込
ん
で
攻
撃
訓
練
・
準
備
を
開
始
し
た
。「
帝
国
主
義
者
」
と
言
っ
て
も
、
長
い
間
、
鎖
国
政
策
を
採
っ
て
き
た
チ
ベ
ッ
ト

に
は
当
時
、「
帝
国
主
義
者
」
ど
こ
ろ
か
外
国
人
は
数
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
当
然
、
こ
れ
に
対
し
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
は
「
チ
ベ
ッ
ト
は
中

国
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
を
支
配
す
る
外
敵
勢
力
な
ど
そ
も
そ
も
存
在
し
て
い
な
い
以
上
、
外
国
の
帝
国

主
義
者
よ
り
チ
ベ
ッ
ト
を
解
放
す
る
必
要
な
ど
な
い
」
と
の
抗
議
声
明
を
出
し
、
同
時
に
国
境
防
備
を
固
め
よ
う
と
し
た（

４
）。
し
か
し
、
こ
の

年
の
一
〇
月
に
は
四
万
人
近
い
人
民
解
放
軍
が
チ
ベ
ッ
ト
東
部
に
押
し
寄
せ
、
抵
抗
す
る
チ
ベ
ッ
ト
軍
を
瞬
く
間
に
制
圧
し
て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
チ
ベ
ッ
ト
政
府
は
国
連
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ネ
パ
ー
ル
、
そ
し
て
イ
ン
ド
に
対
し
て
も
救
済
を
求
め
た
。
イ

ン
ド
政
府
は
「
こ
の
侵
略
は
中
国
の
益
に
な
ら
ず
、
平
和
に
も
貢
献
し
な
い
」
と
し
、
サ
ル
ダ
ー
ル
・
パ
テ
ー
ル
副
首
相
兼
内
務
大
臣
も
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「
伝
統
的
に
平
和
を
愛
す
る
チ
ベ
ッ
ト
の
民
に
対
し
て
武
力
を
行
使
す
る
の
は
遺
憾
な
行
為
で
あ
る
。
世
界
に
は
チ
ベ
ッ
ト
ほ
ど
平
和
を
愛

す
る
国
は
な
い
」
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
の
独
立
を
認
め
る
べ
き
と
主
張
し
た（

５
）。
さ
ら
に
、
ラ
ー
ジ
ェ
ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
サ
ー
ド
大
統
領
も
イ

ン
ド
議
会
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た（

６
）。

　

わ
が
政
府
は
偉
大
な
る
隣
国
、
中
国
と
の
間
に
友
好
関
係
を
保
ち
つ
づ
け
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
中
国
政
府
が
、
平
和
的
交
渉
手
段

が
ひ
ら
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
に
対
し
軍
事
作
戦
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
我
々
は
非
常
に
遺
憾
に
思

う
。
チ
ベ
ッ
ト
は
イ
ン
ド
の
隣
国
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
何
世
紀
も
の
昔
よ
り
文
化
そ
の
他
の
深
い
絆
を
維
持
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ

え
イ
ン
ド
は
チ
ベ
ッ
ト
で
発
生
し
て
い
る
出
来
事
に
関
心
を
抱
く
必
要
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
平
和
の
国
の
独
立
が
保
た
れ
る
こ
と
を

希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
時
す
で
に
遅
し
」
で
あ
っ
た
。
ネ
ル
ー
首
相
に
至
っ
て
は
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
メ
ノ
ン
外
務
大
臣
の
よ
う
な
容
共
主
義
者
の
ア
ド

バ
イ
ス
に
ま
で
耳
を
傾
け
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
中
国
政
府
の
外
交
戦
術
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
後
の
ネ
ル
ー
首
相
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

法
王
と
難
民
に
対
す
る
支
援
を
見
る
限
り
、
決
し
て
チ
ベ
ッ
ト
を
見
捨
て
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
優
柔
不
断
な
性
格

故
に
右
往
左
往
す
る
羽
目
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
筆
者
は
推
測
す
る
。

　

そ
し
て
一
九
五
一
年
五
月
、
中
国
は
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
バ
ッ
ク
に
極
め
て
不
平
等
な
一
七
条
協
定
（
中
央
人
民
政
府
と
チ
ベ
ッ
ト
地

方
政
府
の
チ
ベ
ッ
ト
平
和
解
放
に
関
す
る
協
約
）
を
強
要
し
た
の
で
あ
る
。
頼
れ
る
国
の
な
い
チ
ベ
ッ
ト
は
ラ
サ
か
ら
北
京
に
使
節
団
を

派
遣
し
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
、
一
行
は
北
京
で
拘
束
状
態
に
遭
い
、
仮
に
拒
否
す
れ
ば
ラ
サ
に
侵
攻
す
る
と
恫
喝
さ
れ
て
し
ま
う
。
使

節
団
は
チ
ベ
ッ
ト
政
府
か
ら
全
権
委
任
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
な
か
っ
た
た
め
、
公
印
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
中
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国
は
、
使
節
団
に
チ
ベ
ッ
ト
政
府
と
の
連
絡
す
ら
さ
せ
ず
、
公
印
を
偽
造
し
て
無
理
や
り
一
七
条
協
定
に
調
印
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
当
然
、

こ
れ
は
国
際
法
上
、
無
効
で
あ
る
。
締
結
と
同
時
に
効
力
を
発
し
た
一
七
条
協
定
の
主
た
る
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

第
一
条　
　

チ
ベ
ッ
ト
人
民
は
団
結
し
て
、
帝
国
主
義
侵
略
勢
力
を
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
駆
逐
し
、
チ
ベ
ッ
ト
人
民
は
中
華
人
民
共
和
国

の
祖
国
の
大
家
族
の
中
に
戻
る
。

　
　

第
四
条　
　

チ
ベ
ッ
ト
の
現
行
政
治
制
度
に
対
し
て
は
、
中
央
は
変
更
を
加
え
な
い
。
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
固
有
の
地
位
お
よ
び
職
権

に
も
中
央
は
変
更
を
加
え
な
い
。
各
級
官
吏
は
従
来
ど
お
り
の
職
に
就
く
。

　
　

第
七
条  　

中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
共
同
綱
領
が
規
定
す
る
宗
教
信
仰
自
由
の
政
策
を
実
行
し
、
チ
ベ
ッ
ト
人
民
の
宗
教
信
仰
と

風
俗
習
慣
を
尊
重
し
、
ラ
マ
寺
廟
を
保
護
す
る
。
寺
廟
の
収
入
に
は
中
央
は
変
更
を
加
え
な
い
。

　
　

第
八
条　
　

チ
ベ
ッ
ト
軍
は
逐
次
人
民
解
放
軍
に
改
編
し
、
中
華
人
民
共
和
国
国
防
武
装
兵
力
の
一
部
と
す
る
。

　
　

第
九
条　
　

チ
ベ
ッ
ト
の
実
際
状
況
に
基
づ
き
、
チ
ベ
ッ
ト
民
族
の
言
語
、
文
字
お
よ
び
学
校
教
育
を
逐
次
発
展
さ
せ
る
。

　
　

第
一
〇
条　

チ
ベ
ッ
ト
の
実
際
状
況
に
基
づ
き
、
チ
ベ
ッ
ト
の
農
・
牧
畜
・
商
工
業
を
逐
次
発
展
さ
せ
、
人
民
の
生
活
を
改
善
す
る
。

　
　

第
一
一
条　

チ
ベ
ッ
ト
に
関
す
る
各
種
の
改
革
は
、
中
央
は
強
制
し
な
い
。
チ
ベ
ッ
ト
地
方
政
府
は
み
ず
か
ら
進
ん
で
改
革
を
進
め
、

人
民
が
改
革
の
要
求
を
提
出
し
た
場
合
、
チ
ベ
ッ
ト
の
指
導
者
と
協
議
す
る
方
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
解
決
す
る
。

　
　

第
一
三
条　

チ
ベ
ッ
ト
に
進
駐
す
る
人
民
解
放
軍
は
、
前
記
各
項
の
政
策
を
遵
守
す
る
。
同
時
に
取
引
は
公
正
に
し
、
人
民
の
針
一

本
、
糸
一
本
と
い
え
ど
も
取
ら
な
い
。

　

中
国
政
府
を
「
中
央
」、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
を
「
地
方
政
府
」、
中
国
を
「
祖
国
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
違
和
感
を
覚
え
た
も
の
の
、
当
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時
は
、
中
国
を
「
宗
主
国
」
程
度
と
し
か
受
け
止
め
な
か
っ
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
わ
ば
香
港
よ
り
先
に
中

国
が
企
て
た
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
「
一
国
二
制
度
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
項
目
は
悉
く
破
ら
れ
た
ば
か
り
か
全

く
逆
の
こ
と
を
さ
れ
た
。

　

一
方
、
中
国
は
、
チ
ベ
ッ
ト
に
対
す
る
イ
ン
ド
の
力
を
排
除
す
べ
く
、
様
々
な
措
置
を
講
じ
て
い
っ
た
。
結
局
、
イ
ン
ド
も
中
国
と
の

外
交
関
係
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
一
九
五
四
年
四
月
、
イ
ン
ド
政
府
と
中
国
政
府
は
「
中
華
人
民
共
和
国
と
イ
ン
ド
共
和
国
の

中
国
チ
ベ
ッ
ト
地
方
と
イ
ン
ド
間
の
通
商
・
交
通
に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
、
六
月
の
周
恩
来
の
イ
ン
ド
訪
問
に
際
し
て
は
、
そ
の
前
文

に
あ
る
①
領
土
・
主
権
の
相
互
尊
重
、
②
相
互
不
可
侵
、
③
相
互
内
政
不
干
渉
、
④
平
等
互
恵
、
⑤
平
和
共
存
の
「
平
和
五
原
則
」
を
再

確
認
す
る
。
イ
ン
ド
と
中
国
の
蜜
月
関
係
は
、
こ
う
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
れ
は
逆
に
言
え
ば
チ
ベ
ッ
ト
に
と
っ
て
悲
劇
の
始
ま
り
で

も
あ
っ
た
。

　

平
和
五
原
則
は
、
そ
の
後
、
印
中
間
の
友
好
促
進
に
お
け
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
ビ
ル
マ
の
ウ
ー
・
ヌ
、

ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
、
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
セ
ル
、
ユ
ー
ゴ
ー
の
チ
ト
と
い
っ
た
戦
後
世
界
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
も
、
こ
れ
に
共
鳴
し
、
一
九
五
五
年
四
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
バ
ン
ド
ン
会
議
（
第
一
回
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
会
議
）
で
も
、「
バ
ン
ド
ン
十
原
則
」
に
、
こ
の
平
和
五
原
則
の
精
神
が
引
き
継
が
れ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
約
束
を
悉
く
無
視
し
た
の
は
中
国
で
あ
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
人
か
ら
搾
取
し
て
い
る
の
は
何
の
生
産
性
も
持
た
な
い

僧
侶
た
ち
で
あ
る
と
し
て
彼
ら
を
糾
弾
し
、
地
主
、
豪
族
、
貴
族
を
対
象
に
打
倒
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
、「
人
民
の
敵
」
と
し
た
。

こ
う
し
て
徐
々
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
を
頂
点
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
の
社
会
体
制
を
破
壊
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
憤
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち

は
人
民
解
放
軍
に
抵
抗
す
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
ラ
サ
の
民
衆
が
立
ち
上
が
る
。
一
九
五
九
年
三
月
一
〇
日
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の

ラ
サ
の
人
口
の
凡
そ
半
分
に
当
た
る
三
万
人
も
の
人
々
が
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
の
夏
期
の
離
宮
で
あ
る
ノ
ル
ブ
リ
ン
カ
に
集
結
し
、「
チ
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ベ
ッ
ト
独
立
」、
そ
し
て
「
中
国
軍
は
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
出
て
行
け
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
挙
げ
続
け
た
。
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
有
す
る

人
民
解
放
軍
と
民
衆
、
そ
し
て
チ
ベ
ッ
ト
軍
と
の
睨
み
合
い
が
続
く
中
、
二
〇
日
、「
血
塗
ら
れ
た
金
曜
日
」
と
呼
ば
れ
る
大
虐
殺
が
始

ま
っ
た
。
人
民
解
放
軍
は
一
斉
に
ノ
ル
ブ
リ
ン
カ
に
向
け
砲
撃
し
始
め
、
民
衆
も
ろ
と
も
吹
き
飛
ば
し
、
同
時
に
セ
ラ
、
ガ
ン
デ
ン
、
デ

プ
ン
の
三
大
寺
院
も
破
壊
し
、
僅
か
三
日
間
で
一
万
人
か
ら
一
万
五
〇
〇
〇
人
も
の
チ
ベ
ッ
ト
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

　

人
民
解
放
軍
の
攻
撃
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
の
命
を
も
顧
み
な
い
も
の
だ
っ
た
が
、
何
と
か
イ
ン
ド
へ
の
出
国
に
成
功
し
、
チ
ベ
ッ
ト

亡
命
政
府
を
樹
立
す
る
。
こ
の
時
、
八
万
人
も
の
チ
ベ
ッ
ト
人
が
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
に
従
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
を
後
に
し
た
。
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
法
王
の
政
治
亡
命
し
、
庇
護
の
要
請
を
受
け
た
ネ
ル
ー
首
相
は
、
よ
う
や
く
事
の
重
大
さ
を
認
識
し
た
よ
う
で
あ
る
。
イ
ン
ド
へ
の
入

国
と
滞
在
を
許
可
す
る
以
下
の
よ
う
な
電
文
を
送
っ
た（

７
）。

　

わ
が
閣
僚
た
ち
と
と
も
に
、
私
は
あ
な
た
方
を
歓
迎
致
し
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
な
た
方
が
、
イ
ン
ド
に
無
事
到
着
さ
れ
ま
し
た
こ

と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
喜
ん
で
猊
下
、
ご
家
族
並
び
に
随
員
団
に
イ
ン
ド
滞
留
の
た
め
の
必
要
な
便
宜
を
は
か

ら
い
ま
す
。
猊
下
を
心
か
ら
尊
敬
し
て
い
る
イ
ン
ド
国
民
は
、
猊
下
に
対
し
て
敬
意
の
念
を
捧
げ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
チ
イ
ニ
イ
・
バ
イ
バ
イ
（
イ
ン
ド
と
中
国
は
兄
弟
）」
と
ま
で
言
わ
れ
た
印
中
蜜
月
時
代
は
終
わ
り
を
告

げ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
殺
戮
、
破
壊
、
強
奪
が
繰
り
返
さ
れ
、
一
二
〇
万
人
以
上
も
チ
ベ
ッ
ト
人
が
命
を
奪
わ
れ
、
七
〇
〇
〇
ヵ

所
に
も
及
ぶ
寺
院
が
破
壊
さ
れ
た（

８
）。

　

国
連
の
下
部
機
関
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
「
計
画
的
・
組
織
的
虐
殺
」
と
認
定
し
、
国
連
総
会
で
も
複
数
回
、
非
難
決
議
が
可
決
さ

れ
て
い
る
が
、
中
国
政
府
は
、
こ
れ
を
「
紙
屑
」
扱
い
に
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
で
は
六
〇
年
以
上
が
経
っ
た
今
で
も
中
国
政
府
に
よ
る
人
権
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弾
圧
が
繰
り
広
げ
れ
て
い
る
。
集
会
や
表
現
、
信
仰
の
自
由
を
抑
圧
し
、
二
四
時
間
体
制
で
人
々
を
監
視
し
て
い
る
。
鄧
小
平
時
代
に
緩

和
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
語
の
教
育
や
使
用
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
学
校
の
運
動
会
で
チ
ベ
ッ
ト
語
の
放
送
が
な
く
な
り
、
僧
院
が
取
り
壊
さ

れ
、
中
国
共
産
党
が
僧
院
を
運
営
し
て
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
の
代
わ
り
に
習
近
平
主
席
の
写
真
を
拝
む
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た

情
報
が
頻
繁
に
筆
者
の
と
こ
ろ
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
十
数
年
の
間
に
一
五
〇
名
以
上
も
の
チ
ベ
ッ
ト
人
が
、
中
国
政
府
に

抗
議
す
る
た
め
自
ら
灯
油
を
被
っ
て
焼
身
自
殺
を
図
り
、
未
だ
多
く
の
無
辜
の
民
が
「
政
治
犯
」
と
し
て
獄
中
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
中
国
は
イ
ン
ド
に
も
侵
入
し
、
こ
れ
ま
で
三
回
に
亘
っ
て
印
中
間
で
戦
火
を
交
え
る
争
い
が
起
こ
っ
て
い
る
。
後
に
ネ
ル
ー
首

相
は
、
仮
に
チ
ベ
ッ
ト
が
独
立
を
維
持
し
て
い
れ
ば
印
中
間
の
軍
事
的
衝
突
も
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
口
々
に
反
省
の
弁
を
述
べ
て
い
る
。

二
、
中
国
に
よ
る
覇
権
主
義
の
波
及

　

香
港
に
先
駆
け
た
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
第
一
弾
の
「
一
国
二
制
度
」
は
極
め
て
悲
惨
な
状
態
を
招
き
幻
と
消
え
た
。
そ
し
て
今
、
香
港

の
「
一
国
二
制
度
」
も
同
じ
運
命
に
直
面
し
て
い
る
。
香
港
返
還
ま
で
の
中
国
と
の
交
渉
に
お
い
て
、
当
時
、
最
高
実
力
者
で
あ
っ
た
鄧

小
平
中
国
共
産
党
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
は
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
を
恫
喝
し
、「
そ
の
気
に
な
れ
ば
中
国
は
そ
の
日
の
う
ち
に
香

港
に
入
り
、
占
領
す
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
ま
で
言
っ
て（

９
）、
半
ば
無
理
や
り
に
一
九
八
四
年
一
二
月
一
九
日
、「
英
中
連
合
声
明
」
を
発
し

た
。
そ
こ
で
は
「
中
華
人
民
共
和
国
政
府
は
、
香
港
地
区
（
香
港
島
、
九
竜
、「
新
界
」
を
含
む
。
以
下
香
港
と
称
す
る
）
の
祖
国
へ
の
復

帰
が
全
中
国
人
民
の
共
通
の
願
い
で
あ
り
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
が
一
九
九
七
年
七
月
一
日
か
ら
香
港
に
対
し
主
権
行
使
を
回
復
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
」
と
「
連
合
王
国
政
府
は
、
連
合
王
国
政
府
が
一
九
九
七
年
七
月
一
日
に
、
香
港
を
中
華
人
民
共
和
国
に
返
還
す

る
こ
と
」
に
加
え
、
中
国
は
香
港
を
「
特
別
行
政
区
」
と
し
、
そ
の
根
拠
法
と
な
る
「
香
港
特
別
行
政
区
基
本
法
」
を
五
〇
年
間
、
即
ち
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二
〇
四
七
年
ま
で
は
変
え
ず
、
既
存
の
司
法
制
度
を
始
め
現
行
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
、
香
港
の

中
国
化
は
凄
ま
じ
い
勢
い
で
進
み
、「
一
国
二
制
度
」
は
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
四
年
九
月
か
ら
二
ヵ
月
半
に
亘
っ
て
繰
り
広
げ

ら
れ
た
「
雨
傘
革
命
」、
そ
し
て
二
〇
一
九
年
四
月
に
立
法
会
に
提
出
さ
れ
た
「
逃
亡
犯
条
例
改
正
案
」
に
端
を
発
す
る
香
港
の
デ
モ
は
、

香
港
の
自
由
と
民
主
主
義
、
人
権
が
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
る
証
で
あ
る
。
香
港
市
民
が
「
香
港
の
存
亡
の
た
め
に
戦
う
」
と
決
起
す
る
の

は
当
然
で
あ
る（

（1
（

。
一
九
九
七
年
七
月
、
中
国
へ
の
香
港
返
還
式
典
に
出
席
し
た
後
、
来
日
し
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首
相
は
「
で
き
れ
ば
香
港

は
手
放
し
た
く
な
か
っ
た
。（
香
港
の
中
国
へ
の
返
還
を
取
り
決
め
た
中
英
共
同
声
明
に
）
調
印
し
た
の
は
正
し
か
っ
た
の
か
、
と
時
々
自

問
す
る
」
と
、
そ
の
心
情
を
語
っ
て
い
る（

（1
（

。
後
悔
の
念
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

今
や
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
か
つ
て
の
「
大
英
帝
国
」
ほ
ど
の
力
が
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
覇
権
を
奪
っ
た
ア
メ
リ
カ

も
、
今
日
で
は
中
国
と
同
じ
土
俵
で
戦
う
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
冷
戦
構
造
の
中
、
対
ソ
戦
略
の
一
環
と
し
て
中
国
に
対
し
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
協
力
し
、
膨
張
さ
せ
た
ア
メ
リ
カ
自
身
に
も
責
任
が
あ
ろ
う
。
中
国
共
産
党
の
体
質
と
野
望
を
見
抜
け
な
か
っ
た
こ
と
が
、

今
の
中
国
の
傲
慢
さ
と
過
信
を
生
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
日
本
も
同
じ
で
あ
る
。

　

か
つ
て
日
中
平
和
友
好
条
約
を
結
ぶ
際
、
ソ
連
を
覇
権
主
義
国
と
見
做
す
中
国
は
日
本
に
対
し
て
「
反
覇
権
条
項
」
の
明
記
を
日
本
に

求
め
た
。
こ
の
時
、
日
本
は
最
終
的
に
は
、
そ
の
危
険
性
を
理
解
し
条
文
に
お
い
て
「
両
締
約
国
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
に
お
い
て
も
又
は
他
の
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
覇
権
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
覇
権
を
確
立
し
よ
う

と
す
る
他
の
い
か
な
る
国
又
は
国
の
集
団
に
よ
る
試
み
に
も
反
対
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
」
と
の
文
言
を
挿
入
す
る
こ
と
を
了
解
し
た
。

し
か
し
、
今
や
中
国
は
自
ら
が
覇
権
主
義
国
と
な
り
南
シ
ナ
海
、
東
シ
ナ
海
、
西
太
平
洋
か
ら
イ
ン
ド
洋
に
向
け
て
、
着
々
と
侵
攻
を
企

て
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
に
何
ら
恥
じ
る
こ
と
も
言
い
訳
す
る
こ
と
も
な
い
。

　

今
、
中
国
は
「
中
華
民
族
の
偉
大
な
る
復
興
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
二
〇
四
九
年
ま
で
に
、
こ
れ
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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筆
者
は
幼
少
の
頃
か
ら
、
中
国
に
侵
略
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
人
の
一
人
と
し
て
、
長
く
中
国
に
関
心
を
持
ち
、
い
や
持
た
ざ
る
を
得
な
い
人

生
を
歩
ん
で
き
た
。
こ
こ
で
改
め
て
感
じ
る
の
は
、
中
国
の
根
本
問
題
は
、
や
は
り
漢
民
族
の
中
に
潜
在
的
に
内
在
し
て
い
る
中
華
思
想

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
に
は
中
華
思
想
に
基
づ
く
「
世
界
覇
権
」
の
幻
想
が
あ
る
。
辛
亥
革
命
を
起
こ
し
た
孫
文
以
来
、
清

朝
の
頃
と
同
じ
縮
図
を
持
つ
「
中
華
帝
国
」
を
築
く
と
い
う
大
き
な
目
標
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
目

標
は
第
三
者
か
ら
見
れ
ば
、
途
方
も
な
い
誇
大
妄
想
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
今
の
習
近
平
政
権

が
進
め
る
「
一
帯
一
路
」
構
想
の
内
容
を
見
れ
ば
、
決
し
て
単
な
る
誇
大
妄
想
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
「
一
帯
一
路
」
構
想
は
二
〇
一
四
年
一
一
月
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
）
で
習
近
平
主
席
が
提

唱
、
世
界
に
向
け
て
発
表
し
た
も
の
で
、
中
国
西
部
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
結
ぶ
「
陸
」
の
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
済
ベ

ル
ト
（
一
帯
）」、
中
国
沿
岸
部
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
沿
岸
部
、
ア
フ
リ
カ
東
岸
ま
で
を
結
ぶ
「
海
」
の
「
二
一

世
紀
海
上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
一
路
）」
の
二
つ
の
ラ
イ
ン
を
軸
と
す
る
。
こ
れ
が
仮
に
現
実
の
も
の
と
な
れ
ば
、「
一
帯
一
路
」
に
該
当
す

る
国
は
六
〇
数
ヵ
国
に
も
及
び
、
中
国
が
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
亘
る
巨
大
経
済
圏
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
国

は
、
陸
と
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
地
域
へ
の
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
当
該
国
の
経
済

水
準
を
底
上
げ
す
る
と
同
時
に
交
通
網
の
形
成
に
よ
っ
て
貿
易
円
滑
化
を
図
り
、
地
域
経
済
の
統
合
を
推
進
す
る
と
の
「
美
名
」
の
下
、

対
象
と
な
る
国
々
へ
の
政
治
的
パ
ワ
ー
を
持
つ
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、「
一
帯
一
路
」
構
想
は
国
際
社
会
全
体
の
「
公
共
財
」

で
は
な
く
、
中
国
自
身
の
国
際
社
会
に
お
け
る
優
位
性
確
立
の
た
め
の
ツ
ー
ル
な
の
で
あ
る
。

　
「
一
帯
一
路
」
構
想
で
は
、
①
政
策
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
、
②
道
路
の
相
互
通
行
を
行
う
、
③
貿
易
の
円
滑
化
を
図

る
、
④
通
貨
の
流
通
を
強
化
す
る
、
⑤
国
民
の
心
を
互
い
に
通
い
合
わ
せ
る
と
い
う
「
互
連
互
通
」（
相
互
接
続
）
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
一
見
す
る
と
、
経
済
交
流
の
促
進
を
趣
旨
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
そ
ん
な
単
純
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
中
で
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も
①
と
⑤
は
、
事
実
上
、
中
国
の
覇
権
主
義
に
世
界
の
国
々
が
屈
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
陸
」
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
は
、
人
民
解
放
軍

が
自
由
に
移
動
で
き
る
鉄
道
や
道
路
、「
海
」
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
は
中
国
海
軍
が
展
開
し
得
る
港
湾
を
建
設
し
て
い
く
こ
と
に
な
れ
ば
、

そ
れ
は
中
華
思
想
の
具
現
化
、
中
国
の
「
世
界
覇
権
」
が
「
一
帯
一
路
」
構
想
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
く
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
筆
者
の
故
郷
で
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
、
そ
し
て
ウ
イ
グ
ル
（
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
）、
南
モ
ン
ゴ
ル
と
い
っ
た
中
国
が
制
圧
し
て
い
る
地

域
も
「
一
帯
一
路
」
構
想
の
要
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
中
国
が
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
全
体
を
覆
い
包
も
う
と
し
て
い
る
今
、
日
本
が
手
を
携
え
る
べ
き
は
イ

ン
ド
で
あ
る
。
確
か
に
中
国
は
世
界
の
超
大
国
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
か
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
見
せ
て
い
る

が
、
ア
ジ
ア
、
い
や
世
界
で
も
最
も
成
熟
し
た
民
主
主
義
国
は
ど
こ
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
間
違
い
な
く
日
本
と
イ
ン
ド
で
あ
る
。
地
政

学
的
に
も
ア
ジ
ア
の
南
西
部
に
位
置
す
る
イ
ン
ド
、
東
に
位
置
す
る
日
本
が
連
携
・
連
帯
を
図
り
、
そ
の
輪
の
中
に
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

を
含
め
れ
ば
、
ア
ジ
ア
全
体
の
安
定
と
平
和
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

三
、
戦
後
の
日
印
関
係
と
現
在

（
１
）　

岸
首
相
と
ネ
ル
ー
首
相

　

で
は
、
こ
こ
で
日
本
と
イ
ン
ド
の
歴
史
的
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
イ
ン
ド
は
昔
か
ら
親
日
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
戦

後
、
日
本
に
お
い
て
イ
ン
ド
の
重
要
性
を
真
っ
先
に
認
識
し
た
の
は
岸
信
介
首
相
だ
っ
た
。
一
九
五
七
年
五
月
、
就
任
間
も
な
く
、
岸
首

相
は
東
南
ア
ジ
ア
六
ヵ
国
歴
訪
の
旅
に
出
た
。
訪
問
し
た
国
は
、
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
（
ス
リ

ラ
ン
カ
）、
タ
イ
、
中
華
民
国
（
台
湾
）
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
岸
首
相
は
日
米
安
保
条
約
の
改
定
を
目
指
し
て
い
た
。
東
南
ア
ジ
ア
六
ヵ
国
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歴
訪
は
、
改
定
を
ア
メ
リ
カ
側
に
提
起
す
る
た
め
の
環
境
整
備
す
る
た
め
の
一
環
だ
っ
た
。
岸
首
相
は
「
ア
ジ
ア
に
平
和
と
繁
栄
を
も
た

ら
す
こ
と
が
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
所
以
で
あ
り
、
同
じ
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
国
家
、
民
族
と
し
て
日
本
は
ア
ジ
ア
外
交
を
積
極
的
に
展

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
地
位
を
つ
く
り
上
げ
る
、
す
な
わ
ち
ア
ジ
ア
の
中
心
は
日
本
で
あ
る
こ
と

浮
き
彫
り
に
さ
せ
る
」
と
意
気
込
ん
で
い
た（

（1
（

。

　

イ
ン
ド
を
訪
れ
た
岸
首
相
は
ネ
ル
ー
首
相
と
会
談
し
た
。
当
時
、
イ
ン
ド
は
中
立
主
義
外
交
を
掲
げ
て
い
た
。
世
界
は
ア
メ
リ
カ
を
中

心
と
す
る
自
由
主
義
陣
営
と
ソ
連
を
中
心
と
す
る
共
産
・
社
会
主
義
陣
営
と
に
別
れ
た
冷
戦
た
け
な
わ
の
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

時
期
に
ネ
ル
ー
首
相
は
ア
メ
リ
カ
に
も
ソ
連
に
も
肩
入
れ
し
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
採
っ
て
い
た
。
ネ
ル
ー
首
相
は
岸
首
相
に
イ
ン
ド

の
基
本
方
針
に
つ
い
て
「
一
国
の
基
本
政
策
は
、
そ
の
国
の
お
か
れ
て
い
る
周
囲
の
情
勢
と
立
場
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
は
イ

ギ
リ
ス
と
長
い
因
縁
が
あ
る
ほ
か
、
ソ
ビ
エ
ト
や
中
共
と
も
長
大
な
国
境
で
接
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
イ
ン
ド
が
独
立
を
維
持
し
て
ゆ
く

た
め
に
は
、
自
由
、
共
産
ど
ち
ら
か
の
陣
営
に
も
偏
し
な
い
、
軍
事
的
な
タ
イ
ア
ッ
プ
を
し
な
い
中
立
政
策
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
た

だ
し
中
立
は
、
思
想
的
に
は
あ
り
え
な
い
。
自
由
か
反
自
由
か
、
と
い
う
場
合
に
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
だ
。

私
は
、
思
想
的
に
は
自
由
の
立
場
を
は
っ
き
り
と
る
」
と
説
明
し
た（

（1
（

。
日
米
関
係
に
重
き
を
置
く
岸
首
相
の
考
え
に
ネ
ル
ー
首
相
は
何
ら

異
論
を
唱
え
ず
、
会
談
は
友
好
的
に
行
わ
れ
た
。

　

岸
首
相
が
イ
ン
ド
に
到
着
し
た
翌
日
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
郊
外
の
野
外
広
場
で
「
岸
総
理
歓
迎
国
民
大
会
」
が
開
か
れ
た
。
集
ま
っ
た
大

衆
を
前
に
ネ
ル
ー
首
相
は
次
の
よ
う
に
演
説
し
た
。
些
か
長
い
が
、
こ
れ
は
日
印
関
係
が
い
か
に
緊
密
で
あ
る
か
を
示
す
極
め
て
重
要
な

演
説
な
の
で
、
岸
首
相
の
著
書
『
二
〇
世
紀
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
』（
サ
ン
ケ
イ
出
版
、
一
九
八
二
年
）
か
ら
引
用
し
た
い（

（1
（

。

　
「
君
た
ち
は
日
本
と
い
う
国
を
知
っ
て
い
る
か
。
イ
ン
ド
か
ら
み
る
と
ず
っ
と
東
の
ほ
う
の
、
太
平
洋
の
中
の
四
つ
の
島
を
中
心
と
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し
た
小
さ
い
島
国
で
、
イ
ン
ド
の
よ
う
な
大
き
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
、
そ
の
総
理
が
、
今
日
来
ら
れ
て
い
る
。
自
分
は
そ
こ
の
総
理

を
心
か
ら
歓
迎
し
て
い
る
」

　
「
私
の
子
供
の
と
き
に
日
露
戦
争
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
ロ
シ
ア
は
世
界
で
一
番
強
い
陸
軍
を
持
っ
て
い
た
が
、
日

本
は
ア
ジ
ア
の
ち
っ
ぽ
け
な
国
だ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
国
が
戦
争
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ど
っ
ち
が
勝
つ
か
は
戦
う
前
に
決
ま
っ

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
世
界
中
が
、
日
本
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦

争
を
し
て
み
る
と
日
本
が
連
戦
連
勝
、
遂
に
勝
っ
た
の
だ
」

　
「
英
国
か
ら
こ
の
イ
ン
ド
が
独
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ア
ジ
ア
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
に
と
て
も
か
な
わ
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
い
く
ら
わ
れ
わ
れ
が
頑
張
っ
て
も
、
こ
う
い
う
顔
色
を
し
て
い
る
も
の
は
白
人

に
か
な
わ
な
い
ん
で
、
イ
ン
ド
独
立
な
ど
と
い
っ
て
も
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
残
念
な
が
ら
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
ん
な
と
き
に
日
本
が
ロ
シ
ア
を
や
っ
つ
け
た
。
あ
の
ち
っ
ぽ
け
な
日
本
が
世
界
一
の
陸
軍
国
の
ロ
シ
ア
を
や
っ
つ
け
た
の
だ
。
お

れ
た
ち
は
日
本
よ
り
国
も
広
い
し
人
間
も
多
い
。
お
れ
た
ち
だ
っ
て
決
意
い
か
ん
、
努
力
い
か
ん
で
は
や
れ
な
い
は
ず
が
な
い
」

　
「
必
ず
イ
ン
ド
は
独
立
で
き
る
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
、
私
の
一
生
を
イ
ン
ド
独
立
運
動
に
捧
げ
、
何
度
も
監

獄
に
入
れ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
決
し
て
く
じ
け
ず
、
と
う
と
う
イ
ン
ド
を
独
立
さ
せ
た
。
そ
の
お
手
本
は
日
本
だ
」

　
「
日
本
中
が
焼
け
野
原
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
戦
争
が
す
ん
で
一
〇
年
そ
こ
そ
こ
し
か
た
た
な
い
の
に
立
派
に
復
興

し
、
科
学
技
術
も
西
洋
に
く
ら
べ
て
す
こ
し
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
私
た
ち
が
参
考
に
し
て
イ
ン
ド

の
建
設
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
う
い
う
国
の
総
理
大
臣
を
い
ま
、
お
迎
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
」

　

イ
ギ
リ
ス
に
隷
従
し
、
屈
辱
と
搾
取
に
甘
ん
じ
て
い
た
イ
ン
ド
に
と
っ
て
日
露
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
勝
利
は
大
き
な
励
み
と
な
り
、
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そ
れ
が
ネ
ル
ー
首
相
の
独
立
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
先
の
大
戦
で
原
子
爆
弾
を
落
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
見
事
に

再
起
し
た
日
本
を
見
習
う
よ
う
目
の
前
の
イ
ン
ド
の
人
々
に
奮
起
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
演
説
に
岸
首
相
は
甚
く
感
激
し
た
と
い
う
。

こ
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
岸
首
相
の
孫
・
安
倍
晋
三
首
相
も
イ
ン
ド
訪
問
の
際
に
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
も
、
紙
面
の

関
係
上
、
割
愛
し
た
が
、
演
説
の
中
で
ネ
ル
ー
首
相
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
の
一
九
四
五
年
八
月
に
、
広
島
（
六
日
）、
長
崎
（
九

日
）
に
ア
メ
リ
カ
が
投
下
し
た
二
発
の
原
爆
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
余
り
日
本
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
イ
ン
ド
で
は
八
月
六
日

に
な
る
と
、
そ
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
た
め
、
国
会
に
お
い
て
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
る
。
世
界
広
し
と
言
え
ど
、
当
事
国
た
る
日
本
を
除

き
、
黙
祷
を
行
っ
て
い
る
国
は
イ
ン
ド
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
年
の
秋
、
今
度
は
ネ
ル
ー
首
相
の
日
本
訪
問
も
実
現
し
た
。

（
２
）　

イ
ン
ド
の
核
実
験
と
森
首
相
の
訪
印

　

岸
首
相
に
次
い
で
、
イ
ン
ド
と
の
関
係
を
重
視
し
た
の
が
中
曽
根
康
弘
首
相
で
あ
っ
た
が
、
二
一
世
紀
目
前
に
な
る
と
、
小
渕
恵
三
首

相
も
日
印
関
係
強
化
を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
渕
首
相
の
盟
友
・
野
呂
田
芳
成
元
防
衛
庁
長
官
は
、
長
ら
く
チ
ベ
ッ
ト
の
支
援
活
動

に
も
取
り
組
ん
だ
が
、
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
政
権
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
国
防
大
臣
と
は
特
に
親
し
か
っ
た
。
小
渕
首
相
は
、
一
九
九
八
年
五
月
の

イ
ン
ド
の
核
実
験
に
よ
り
冷
却
化
し
た
日
印
関
係
を
修
復
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
訪
問
を
考
え
た
。
イ
ン
ド
の
核
実
験
は
一
九
七
四
年
五
月

以
来
の
こ
と
で
、
こ
の
時
は
中
国
の
イ
ン
ド
へ
の
侵
入
に
対
す
る
対
抗
措
置
と
し
て
実
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
核
実
験
は
五
月
一
一
日

に
三
回
、
一
三
日
に
二
回
行
わ
れ
た
。
場
所
は
前
回
と
同
じ
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
の
パ
キ
ス
タ
ン
国
境
に
近
い
タ
ー
ル
砂
漠
で
あ
っ
た
。
日

本
を
始
め
、
フ
ラ
ン
ス
を
除
く
欧
米
諸
国
は
イ
ン
ド
に
対
し
て
経
済
制
裁
措
置
を
採
っ
た
。
日
本
は
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
激
し

く
抗
議
し
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
を
停
止
し
た
。

　

当
時
、
日
印
間
の
協
力
・
発
展
に
向
け
献
身
的
に
東
奔
西
走
し
た
の
が
平
林
博
駐
イ
ン
ド
特
命
全
権
大
使
で
あ
っ
た
。
平
林
大
使
は
、
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そ
の
誠
実
な
人
柄
か
ら
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
首
相
は
勿
論
、
特
に
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
国
防
大
臣
か
ら
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
国

防
大
臣
は
大
の
親
日
家
で
、
執
務
室
に
は
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
の
写
真
を
飾
る
ほ
ど
、「
日
本
人
と
日
本
政
府
の
立
場
」
を
十
分
に
理
解
し

て
い
た
。
二
〇
一
九
年
一
月
二
九
日
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
元
国
防
大
臣
の
逝
去
に
際
し
、
平
林
元
大
使
は
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
元
イ
ン
ド
国
防
大
臣
を
偲
ん
で
」
と
題
す
る
追
悼
文
を
日
印
協
会
が
発
行
す
る
『
月
刊
イ
ン
ド
』
二
〇
一
九
年
二
・
三
月
号
に
寄
せ
て

い
る（

（1
（

。
　

駐
イ
ン
ド
大
使
と
し
て
着
任
し
た
二
ヵ
月
後
の
一
九
九
八
年
五
月
、
イ
ン
ド
は
核
実
験
を
強
行
し
ま
し
た
。
核
実
験
の
立
役
者
の

一
人
で
し
た
が
、
本
来
は
核
兵
器
反
対
論
で
あ
り
、
ま
た
「
超
」
の
つ
く
親
日
家
で
し
た
。
わ
が
国
は
こ
れ
に
抗
議
し
、
新
規
の
政

府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
も
停
止
し
ま
し
た
。
核
実
験
に
抗
議
す
る
筆
者
に
対
し
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
大
臣
曰
く
。「
イ
ン
ド
の
核
実

験
は
中
国
の
核
に
対
す
る
抑
止
力
を
示
す
た
め
に
已
む
に
已
ま
れ
ず
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
核
兵
器
に
は
大
反
対
で
あ
る
。

日
本
が
唯
一
の
核
兵
器
被
災
国
と
し
て
抗
議
す
る
気
持
ち
は
十
分
理
解
す
る
の
で
、
米
欧
な
ど
諸
外
国
の
経
済
制
裁
な
ど
に
は
反
発

す
る
が
、
貴
大
使
の
抗
議
や
日
本
政
府
に
よ
る
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
停
止
措
置
に
つ
い
て
は
甘
ん
じ
て
受
け
る
」

　

以
上
の
よ
う
に
述
べ
た
と
い
う
。
平
林
大
使
も
「
抗
議
は
日
印
友
好
関
係
を
損
な
う
意
図
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
核
実
験
の
広
が
り

を
阻
止
す
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
の
原
則
的
立
場
や
感
情
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
」
と
繰
り
返
し
た
訴
え

た（
（1
（

。
そ
ん
な
中
、
核
実
験
後
の
イ
ン
ド
と
の
関
係
修
復
に
努
め
よ
う
と
し
た
の
が
、
小
渕
首
相
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
が
核
実
験
を
し
た
当
時

は
橋
本
龍
太
郎
政
権
で
、
小
渕
首
相
は
外
務
大
臣
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
当
然
、
イ
ン
ド
に
対
し
て
抗
議
し
た
も
の
の
、
橋
本
政
権
の
後
を

継
い
で
小
渕
政
権
が
で
き
る
と
、
真
っ
先
に
訪
印
の
検
討
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
小
渕
首
相
は
志
半
ば
で
脳
梗
塞
に
倒
れ
、
内
閣
総
辞
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職
に
至
り
、
後
に
鬼
籍
に
入
る
。
そ
の
遺
志
を
継
い
だ
の
が
後
任
の
森
喜
朗
首
相
で
あ
っ
た
。

　

森
首
相
は
小
渕
前
首
相
の
思
い
を
胸
に
二
〇
〇
〇
年
八
月
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
順
で
南
ア
ジ

ア
を
訪
問
し
た
。
こ
の
訪
問
は
「
各
国
と
の
間
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
人
的
交
流
等
広
範
な
分
野
で
の
友
好
協
力
関
係
を
増
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
」
も
の
で
、
特
に
「
国
際
社
会
の
中
で
戦
略
的
な
重
要
性
を
増
し
つ
つ
あ
る
イ
ン
ド
と
の
関
係
を
強
化
し
、
二
一
世
紀

に
向
け
た
新
た
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
主
眼
」
と
し
た
も
の
だ
っ
た（

（1
（

。
森
首
相
は
、
ま
ず
イ
ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
産
業
の
中
心
地
で
あ
る
カ

ル
ナ
タ
カ
州
の
州
都
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
を
訪
れ
た
。
沿
道
に
は
多
く
の
人
々
で
溢
れ
、
森
首
相
を
熱
烈
歓
迎
し
、
デ
リ
ー
で
は
ヴ
ァ
ジ
パ

イ
首
相
と
の
会
談
は
も
ち
ろ
ん
、
ナ
ラ
ヤ
ナ
ン
大
統
領
、
カ
ン
ト
副
大
統
領
、
野
党
で
あ
る
イ
ン
ド
国
民
会
議
の
ソ
ニ
ア
・
ガ
ン
デ
ィ
ー

党
首
を
表
敬
訪
問
し
、
イ
ン
ド
商
工
会
議
所
連
盟
で
は
演
説
会
に
も
臨
ん
だ
。
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
首
相
と
は
、「
二
一
世
紀
に
お
け
る
日
印
グ

ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
宣
言
を
発
出
し
、
こ
れ
に
よ
り
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
う
ち
無
償
援
助
が
復
活
し
、
有
償
援
助
も
約
一
年
後
に
再

開
さ
れ
た
。（

３
）　

安
倍
首
相
と
イ
ン
ド

　

二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
今
度
は
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
首
相
が
日
本
に
来
た
。
イ
ン
ド
の
首
相
の
訪
日
は
実
に
九
年
ぶ
り
で
あ
る
。
日
本
は
森
首

相
か
ら
小
泉
純
一
郎
首
相
に
交
代
し
た
が
日
印
関
係
は
良
好
で
、
小
泉
・
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
間
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
推

進
の
た
め
の
「
共
同
宣
言
」
が
発
せ
ら
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
四
月
に
は
小
泉
首
相
が
イ
ン
ド
を
訪
れ
た
。
イ
ン
ド
で
は
イ
ン
ド
人
民
党
か

ら
国
民
会
議
派
に
政
権
移
行
し
て
い
た
。
だ
が
、
や
は
り
日
印
関
係
は
順
調
で
、
シ
ン
首
相
と
の
間
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
は
「
ア
ジ
ア
新
時
代
に
お
け
る
日
印
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
―
日
印
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
戦
略
的
方
向
性
」
に

格
上
げ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
①
対
話
と
交
流
の
拡
充
、
②
包
括
的
な
経
済
関
係
の
構
築
、
③
安
全
保
障
対
話
・
協
力
の
拡
充
、
④
科
学
技
術
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協
力
、
⑤
文
化
・
学
術
交
流
、
人
と
人
と
の
交
流
の
強
化
、
⑥
ア
ジ
ア
新
時
代
の
幕
を
開
け
る
協
力
、
⑦
国
連
そ
の
他
の
国
際
機
関
で
の

協
力
、
⑧
国
際
的
課
題
へ
の
対
処
の
八
項
目
に
亘
る
「
日
印
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
強
化
の
た
め
の
八
項
目
の
取
組
」
の
実

施
に
合
意
が
成
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
一
二
月
、
続
い
て
シ
ン
首
相
が
来
日
し
、
今
度
は
安
倍
晋
三
首
相
と
「
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
向

け
た
「
共
同
声
明
」
を
発
出
し
、
政
治
・
安
全
保
障
、
経
済
、
科
学
技
術
、
国
民
交
流
、
地
域
的
・
国
際
的
協
力
の
分
野
に
お
け
る
具
体

的
取
り
組
み
に
合
意
が
さ
れ
た
が
、
特
に
画
期
的
だ
っ
た
の
が
、
毎
年
相
互
に
日
印
双
方
の
首
相
が
相
手
国
を
訪
問
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
約
束
を
し
た
の
は
日
本
に
と
っ
て
イ
ン
ド
が
初
め
て
だ
っ
た
。
安
倍
首
相
は
、
イ
ン
ド
の
地
政
学
的
重
要

性
に
つ
い
て
長
年
に
亘
っ
て
訴
え
続
け
て
き
た
。
第
一
次
安
倍
政
権
発
足
直
前
に
著
し
た
『
美
し
い
国
へ
』（
文
藝
春
秋
）
で
も
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
と
同
じ
く
イ
ン
ド
に
つ
い
て
も
「
イ
ン
ド
と
の
関
係
を
も
っ
と
強
化
す
る
こ
と
は
、

日
本
の
国
益
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
重
要
」
と
記
し
て
い
る（

（1
（

。
二
〇
〇
七
年
八
月
、
退
任
間
際
だ
っ
た
が
、
安
倍
首
相
が
イ
ン
ド
を
訪
問

し
た
。
滞
在
中
、
安
倍
首
相
は
「
二
つ
の
海
の
交
わ
り
」
と
い
う
有
名
な
演
説
を
イ
ン
ド
国
会
で
行
っ
た
。
安
倍
首
相
は
太
平
洋
と
イ
ン

ド
洋
を
「
自
由
の
海
、
繁
栄
の
海
」
と
捉
え
て
「
一
つ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
結
合
」
を
唱
え
、「
イ
ン
ド
洋
と
太
平
洋
と
い
う
二
つ
の
海
が

交
わ
り
、
新
し
い
『
拡
大
ア
ジ
ア
』
が
形
を
な
し
つ
つ
あ
る
今
、
こ
の
ほ
ぼ
両
端
に
位
置
す
る
民
主
主
義
の
両
国
は
、
国
民
各
層
あ
ら
ゆ

る
レ
ベ
ル
で
友
情
を
深
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
」
と
訴
え
、
最
後
に
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

私
の
祖
父
・
岸
信
介
は
、
い
ま
か
ら
ち
ょ
う
ど
五
〇
年
前
、
日
本
の
総
理
大
臣
と
し
て
初
め
て
貴
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
時
の
ネ

ル
ー
首
相
は
数
万
の
民
衆
を
集
め
た
野
外
集
会
に
岸
を
連
れ
出
し
、「
こ
の
人
が
自
分
の
尊
敬
す
る
国
日
本
か
ら
来
た
首
相
で
あ
る
」

と
力
強
い
紹
介
を
し
た
の
だ
と
、
私
は
祖
父
の
膝
下
、
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
敗
戦
国
の
指
導
者
と
し
て
、
よ
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
に
違
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い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
岸
は
、
日
本
政
府
と
し
て
戦
後
最
初
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
実
施
し
た
首
相
で
す
。
ま
だ
貧
し
か
っ
た
日
本
は
、
名
誉

に
か
け
て
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
出
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
時
そ
れ
を
受
け
て
く
れ
た
国
が
、
貴
国
、
イ
ン
ド
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
も
、
祖
父
は
忘
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
皆
様
が
、
日
本
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
日
、
必
ず
決
ま
っ
て
祈
り
を
捧
げ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。

　

祖
父
・
岸
首
相
の
訪
印
時
に
開
か
れ
た
「
岸
総
理
歓
迎
国
民
大
会
」
に
お
い
て
ネ
ル
ー
首
相
が
行
っ
た
演
説
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

た
の
で
あ
る
。
安
倍
首
相
の
演
説
が
終
わ
る
と
イ
ン
ド
の
国
会
議
員
が
全
員
総
立
ち
と
な
り
、
拍
手
が
鳴
り
響
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

安
倍
首
相
は
退
陣
す
る
が
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
首
相
に
返
り
咲
く
と
、
再
び
イ
ン
ド
と
の
関
係
強
化
に
乗
り
出
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
九
月
、
モ
デ
ィ
首
相
が
来
日
し
た
際
、
安
倍
首
相
と
の
間
で
、
さ
ら
に
日
印
間
の
精
神
的
絆
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
念
頭

に
「
特
別
」
の
語
が
加
え
ら
れ
、
第
一
次
安
倍
政
権
の
時
に
発
出
し
た
「
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
「
特
別
戦
略

的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
へ
と
昇
格
さ
せ
た
。
平
林
元
大
使
は
「
形
容
詞
が
三
つ
も
付
い
た
関
係
は
、
世
界
で
も
な
い
で

あ
ろ
う
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る（

（1
（

。

お
わ
り
に
―
こ
れ
か
ら
の
日
印
関
係

―

　

中
国
は
今
、「
真
珠
の
首
飾
り
」
戦
略
と
し
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
い
っ
た
国
々
の
港
湾
設
備
に
積
極
的
な

支
援
を
行
い
、
そ
こ
へ
人
民
解
放
軍
の
足
場
を
置
く
こ
と
で
海
上
交
通
路
を
確
保
し
て
イ
ン
ド
洋
を
自
ら
の
勢
力
下
に
収
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
当
然
、「
一
帯
一
路
」
と
も
重
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ン
ド
は
海
軍
力
の
向
上
と
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
と
の
連
携
を
目
指
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そ
う
と
し
て
い
る
。

　

安
倍
首
相
の
イ
ン
ド
国
会
に
お
け
る
「
二
つ
の
海
の
交
わ
り
」
と
題
す
る
演
説
は
、
単
に
日
本
と
イ
ン
ド
と
の
歴
史
的
、
文
化
的
繋
が

り
を
踏
ま
え
た
友
好
的
関
係
を
強
調
し
た
だ
け
で
な
く
、
安
全
保
障
面
で
の
協
力
を
唱
え
た
も
の
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
、
二
〇
一
六
年
八

月
に
ケ
ニ
ア
で
行
わ
れ
た
第
六
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
で
安
倍
首
相
が
披
露
し
た
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
・
太
平
洋
」
構
想
へ
と
発

展
し
た
。
こ
の
時
、
安
倍
首
相
は
世
界
に
向
か
っ
て
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。

　

ア
ジ
ア
の
海
と
イ
ン
ド
洋
を
越
え
、
ナ
イ
ロ
ビ
に
来
る
と
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
を
つ
な
ぐ
の
は
、
海
の
道
だ
と
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
世
界
に
安
定
、
繁
栄
を
与
え
る
の
は
、
自
由
で
開
か
れ
た
二
つ
の
大
洋
、
二
つ
の
大
陸
の
結
合
が
生
む
、
偉
大
な
躍
動
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
、
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
交
わ
り
を
、
力
や
威
圧
と
無
縁
で
、
自
由
と
、
法
の
支
配
、

市
場
経
済
を
重
ん
じ
る
場
と
し
て
育
て
、
豊
か
に
す
る
責
任
を
に
な
い
ま
す
。
両
大
陸
を
つ
な
ぐ
海
を
、
平
和
な
、
ル
ー
ル
の
支
配

す
る
海
と
す
る
た
め
、
ア
フ
リ
カ
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
働
き
た
い
。
そ
れ
が
日
本
の
願
い
で
す
。
大
洋
を
渡
る
風
は
、
私
た
ち
の
目

を
未
来
に
向
け
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
は
も
う
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
に
、
あ
た
か
も
巨
大
な
橋
を
架
け
、
産
業
の
知
恵
を

伝
え
つ
つ
あ
る
。
ア
ジ
ア
は
い
ま
や
、
他
の
ど
こ
よ
り
多
く
、
民
主
主
義
人
口
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
で
根
づ
い
た
民
主
主
義
、

法
の
支
配
、
市
場
経
済
の
も
と
で
の
成
長
、
そ
れ
ら
の
生
ん
だ
自
信
と
責
任
意
識
が
、
優
し
い
風
と
と
も
に
ア
フ
リ
カ
全
土
を
包
む

こ
と
。
そ
れ
が
私
の
願
い
で
す
。
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
及
ぶ
一
帯
を
、
成
長
と
繁
栄
の
大
動
脈
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

安
倍
首
相
は
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就
任
直
後
か
ら
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
構
想
を
口
に
し
て
き
た
。
ア
メ
リ

カ
も
、
こ
の
概
念
を
受
け
入
れ
二
〇
一
八
年
頃
か
ら
具
体
的
政
策
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
実
際
、
こ
の
年
の
八
月
に
ポ
ン
ペ
オ
国
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務
長
官
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
回
っ
た
際
に
、
日
本
と
進
め
る
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
構
想
を
具
体
化
す
る
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
や
安
全
保
障
分
野
で
の
投
資
計
画
を
発
表
し
た
。
こ
の
構
想
は
当
然
、
イ
ン
ド
も
大
い
に
歓
迎
し
た
。
二
〇
一
九
年
六
月
の
Ｇ
20
大

阪
サ
ミ
ッ
ト
に
際
し
て
は
、
安
倍
首
相
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
、
モ
デ
ィ
首
相
と
の
間
で
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
構
想
の
実

現
に
向
け
て
連
帯
し
て
い
く
こ
と
で
も
一
致
し
た
。
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
、
さ
ら
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
も
積
極
的
参
加
を
求
め
て
お
り
、
そ

の
勢
い
は
少
し
ず
つ
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

た
だ
し
、
日
本
に
お
い
て
は
、
特
に
国
民
レ
ベ
ル
で
日
本
と
イ
ン
ド
と
の
関
係
を
強
め
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
は
鈍
い
。
多
く
の
日
本

人
に
と
っ
て
イ
ン
ド
は
、
依
然
と
し
て
「
近
く
て
遠
い
国
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
内
閣
府
の
「
外
交
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
二

〇
一
七
年
一
〇
月
）
で
も
、「
イ
ン
ド
に
親
し
み
を
感
じ
る
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
親
し
み
を
感
じ
る
」
と
す
る
者
の
割
合
が
四
四
・

〇
％
（「
親
し
み
を
感
じ
る
」
八
・
六
％
＋
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
親
し
み
を
感
じ
る
」
三
五
・
四
％
）、「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
と
す
る

者
の
割
合
が
四
七
・
四
％
（「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
二
七
・
〇
％
＋
「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
二
〇
・
四
％
）
と
い

う
結
果
だ
っ
た
。
た
だ
一
方
で
「
今
後
の
日
本
と
イ
ン
ド
と
の
関
係
の
発
展
は
、
両
国
や
、
ア
ジ
ア
及
び
太
平
洋
地
域
に
と
っ
て
重
要
だ

と
思
う
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
は
「
重
要
だ
と
思
う
」
と
す
る
者
の
割
合
が
七
一
・
七
％
（「
重
要
だ
と
思
う
」
二
八
・
六
％
＋
「
ま
あ

重
要
だ
と
思
う
」
四
三
・
二
％
）、「
重
要
だ
と
思
わ
な
い
」
と
す
る
者
の
割
合
が
一
八
・
九
％
（「
あ
ま
り
重
要
だ
と
思
わ
な
い
」
一
四
・

三
％
＋
「
重
要
だ
と
思
わ
な
い
」
四
・
七
％
）
と
な
っ
て
い
る（

（2
（

。
今
後
は
国
民
間
の
草
の
根
交
流
に
つ
い
て
も
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
日
本
の
経
済
界
に
お
い
て
は
イ
ン
ド
へ
の
誤
解
や
偏
見
も
存
在
し
た
。「
カ
ー
ス
ト
制
度
が
残
存
し
、
近
代
的
な
経
済
交
流
が
難

し
い
」
と
か
「
連
邦
制
で
、
地
域
に
よ
っ
て
習
慣
も
文
化
も
違
い
、
自
治
意
識
も
強
く
、
国
家
間
の
合
意
が
な
か
な
か
地
域
で
反
映
さ
れ

な
い
」、
中
に
は
「
も
し
イ
ン
ド
と
の
交
流
を
強
め
た
場
合
、
そ
の
復
讐
と
し
て
中
国
市
場
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
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た
声
ま
で
筆
者
は
聞
か
さ
れ
た（

（2
（

。
日
本
の
経
済
界
は
、
こ
の
よ
う
に
異
常
な
ま
で
に
中
国
を
気
に
す
る
傾
向
が
あ
る
。
確
か
に
中
国
に
進

出
し
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
は
、
あ
る
程
度
の
リ
ス
ク
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
外
国
の
企
業
が
出
て
い

く
こ
と
に
よ
る
中
国
の
経
済
的
打
撃
の
方
が
遥
か
に
大
き
い
の
で
あ
っ
て
、
日
本
の
企
業
が
委
縮
す
る
必
要
は
な
い
。

　

中
国
の
覇
権
主
義
は
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。「
一
帯
一
路
」
構
想
は
以
前
と
比
べ
、
多
少
、
鈍
化
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

停
止
は
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
中
国
の
暴
走
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、
か
つ
て
、
日
本
が
イ
ン
ド
の
独
立
を
支
持
し
た
よ
う
に
、
再

び
今
の
日
本
が
イ
ン
ド
と
協
力
し
、
ア
ジ
ア
の
自
由
と
平
和
の
た
め
に
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

《
註
》

（
１
）		

「
人
口
ピ
ー
ク
『
二
一
〇
〇
年
に
一
〇
九
億
人
』
イ
ン
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・
中
国
減
少
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国
連
推
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」『
読
売
新
聞
』（
二
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九
年
六
月
一
九
日
朝
刊
）。

（
２
）		“Suo M
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e M
inister Shri A

tal Bihari V
ajpayee in Parliam
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ent of India”, 27 
M

ay 1998.

（
３
）		

Ｗ
・
Ｄ
・
シ
ャ
カ
ッ
パ
著
、
貞
兼
綾
子
監
修
、
三
浦
順
子
訳
『
チ
ベ
ッ
ト
政
治
史
』（
亜
細
亜
大
学
ア
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ア
研
究
所
、
一
九
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二
年
）、
三
六
八
頁
。

（
４
）		
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（
５
）		

同
右
書
、
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。

（
６
）		

同
右
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、
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。

（
７
）		

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
日
本
代
表
部
事
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所
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l

〉
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〇
日
閲
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。

（
８
）		
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者
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〇
万
人

―
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を
中
国
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本
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出
版
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一
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年
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五
八
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六
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照
。

（
９
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マ
ー
ガ
レ
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・
サ
ッ
チ
ャ
ー
、
石
塚
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彦
訳
『
サ
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チ
ャ
ー
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顧
録
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上
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日
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済
新
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社
、
一
九
九
三
年
）、
三
二
頁
。
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（
10
）		“H

ong K
ong fights for its survival”, T

he N
ew

 Y
ork T

im
es, June. 4, 2019.

（
11
）		

「『
香
港
手
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し
た
く
な
か
っ
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』
サ
ッ
チ
ャ
ー
さ
ん
都
内
で
講
演
『
共
産
嫌
い
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も
健
在
」『
読
売
新
聞
』
一
九
九
七
年
七
月
五
日
朝
刊
。

（
12
）		
岸
信
介
『
岸
信
介
回
顧
録

―
保
守
合
同
と
安
保
改
定
』（
廣
済
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
）、
三
一
二
頁
。

（
13
）		
岸
信
介
『
二
〇
世
紀
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
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サ
ン
ケ
イ
出
版
、
一
九
八
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年
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二
五
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。

（
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）		

同
右
書
、
一
二
七
～
一
三
〇
頁
。

（
15
）		

平
林
博
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
元
イ
ン
ド
国
防
大
臣
を
偲
ん
で
」『
月
刊
イ
ン
ド
』
二
〇
一
九
年
二
・
三
月
号
（
日
印
協
会
、
二
〇
一
九

年
）、
一
一
～
一
二
頁
。

（
16
）		

平
林
博
『
最
後
の
超
大
国
イ
ン
ド

―
元
大
使
が
見
た
親
日
国
の
す
べ
て
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
七
年
）、
一
四
四
頁
。

（
17
）		

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈https://w

w
w
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ofa.go.jp/m

ofaj/kaidan/kiroku/s_m
ori/arc_00/asia4_00/gh.htm

l

〉
二
〇
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九
年
一
〇
月
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一
日
閲
覧
。

（
18
）		

安
倍
晋
三
『
美
し
い
国
へ
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文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
六
年
）、
一
五
九
頁
。

（
19
）		

平
林
博
『
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後
の
超
大
国
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ン
ド
』、
前
掲
書
、
一
五
三
頁
。
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20
）		

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈https://survey.gov-online.go.jp/h29/h29-gaiko/index.htm

l
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〇
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。
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